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6059-Sの 外科領域における基礎的 ・臨床的検討

加藤繁次 ・田中豊治 ・石田元比古 ・竹中信夫

東京歯科大学外科

6059-Sの 胆汁内移行を総胆管結石患者で,術 中T-tubeを 留置した3例 で測定した。結果は,1

例を除いて非常に良好て,投1チ 後2時 間にてピークに逮し,平 均139μg/mlの 高濃度を示した。

また,本 剤を表在性軟部組織感染症11例,穿 孔性腹膜炎1例,熱 傷の感染予防1例 の外科疾患

に使用しその臨床成績を検討した.感 染症12例 では著効6例,有 効3例,や や有効3例 で有効

累75.0%で あった。感染予防の1例 は有効であった。

起炎菌別では,Saureus 4例,S.epidermidis 1例,E.coliとBacteroidesの 混合感染が1例 で

あったが全例,菌 の消失を見た。

副作用は1例 も認められなかったoま た,臨 床検査値への影響も血液検査,S-GOT,S-GPT,Al-

Pに ついて検討したが本剤によると思われる異常は認められなかった。

I. 序 文

新 しく塩野義製薬研究所で開発 された注射用Oxacephem系

抗生物質6059-S1)は グ ラム陽性球菌に対 する 抗菌力は 弱 いが

グ ラム陰性菌に対 しては強い抗 菌力を 示 し,特 にイ ン ドール陽

性Proteusに 対 して,そ の効果が強い2,3)。β-lactamaseに 安

定 でCEZ耐 性菌に対 しても強 い抗菌力を示す。今 回われわれ

は,こ の6059-Sに 対 して基礎 的,臨 床的検討を加 えたので報

告する。

II. 吸収 と排 泄

(1) 対 象 と方 法

総胆 管 結 石 にて 術 中,T-tubeを 留 置 した3例 に 術 後

7～140日 目に本 剤19を 静 注 し,1時 間,2時 間,3

時 間,4時 間後 の 血 中濃 度 な らび に胆 汁 内 濃度 を 測 定 し

たo濃 度 測 定 はE.coli 7437を 検定 菌 と した薄 層 カ ッ

プ法 で行 な った。

(2) 成 績

結 果 はTable 1,Fig.1に 示 す よ うに 投 与1時 間 後

の 血 中濃 度 は44.5～68.7μg/ml,平 均56.0μg/ml,2

時 間 値37.4～44.2μg/ml,平 均39.8μg/ml,4時 間

値13.4～21.7μg/ml,平 均18.2μg/mlと な り,投 与 後

1時 間 にて ピー クに 達 し,以 後徐 々に減 少 した。 一 方,

胆 汁 内移 行 で は,1例 にお いて 低 い胆 汁 内 濃度 を示 した

が,他 の2例 はい ずれ も胆 汁内 移 行が 良 好 で1時 間 後

平 均値40.0μg/ml,2時 間値139.0μg/ml,4時 間値

68.3μg/mlと な り,投 与 後2時 間 にて ピー クに 達 し

た。 本剤 の胆 汁 内へ の 移 行 は,従 来 のCephalosporin

剤 に比 較 して 非 常 に良 好 で,一 般 に ピ ー クは投 与 後1～

2時 間に あ り,回 収率 は0.7～3.5%で あ っ た。

III. 臨床的検討

(1) 対象 と方法

対象は東京歯科大学に昭和54年3月 から8月 まで

に来院した入院を含む13症 例で,年 令は10才 から72

才にわたり,男 女比は11:2で あった。疾患は外科疾

患で表在性軟部組織感染症11例(癌6例,感 染性粉

瘤1例,膿 瘍2例,蜂 案織炎1例,外 傷後感染1例)

熱傷の感染予防1例,穿 孔性腹膜炎1例 の合計13例

であった。6059-Sの 投与方法は.one shot静 注または

筋注で1日 投与量1～29を1～2回 に分割し3～54

日投与した。

効果判定基準は,(i)治 療効果判定基準:表 在性軟部

組織感染症のうち,本 剤投与によって3日 以内に自他

覚所見の改善が見られたものを著効,5日 以内を有効,

7日 以内をやや有効,7日 以後においても自他覚所見が

不変あるいは増悪をきたしたものを無効と判定した。ま

Fig.1 Serum and bile levels of 6059-S
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Table 1 Serum and bile levels of 6059-S

(ƒÊg/ml)

た,穿孔性腹膜炎では,熱 型,白 血球数,排 膿(量,菌

検出の有無),腹 部または局所所見より総合的に判定 し

た。(ii)予防効果判定基準:熱 傷の感染予防では,2週

間の観察で感染症による自他覚所見の発現をみなかった

ものを有効,他 を無効と判定した。

(2) 成績

成績はTable 2に 示 したように感染症総計12例 中,

治療効果の認められたものは9例(著 効6例,有 効3

例),や や有効3例 で有効率は75.0%で あった。右顔

面蜂菓織炎,穿 孔性腹膜炎と肛囲膿瘍の計3例 が やや

有効であった。また,感 染予防投与の熱傷は54日 間感

染の発現もみず熱傷も治癒し有効であった。

菌別の有効率は表在性軟部組織感染症11例 中5例

に菌が検出され,S.aumus4例,S.epidemidis 1例

であったが,い ずれも菌は消失した。穿孔性腹膜炎の1

例はE.coliとBacteroidesの 混合感染の 1例 であっ

たが,本 剤投与後7日 目にて菌は消失した。

次に著効を示した1例 とやや有効であった穿孔性腹

膜炎症例について記載する。

症例7 T.S.34才,男

10日 前から右臀部に腫張を認めたが,そ のまま放置

していた。来院2日 前から。 同部に発赤,疼 痛 も伴う

ようになった。 初診時,右 臀部は発赤,腫 張し,自 発

痛,圧 痛も強度であった。本剤19を1日1回 筋注

した。投与2日 目に癖の中心が自潰するとともに,発

赤,腫 脹,疼 痛が著明に軽減し,3日 目には炎症症状が

まったく消失し,軽 度の硬片を認めるのみとなり,著 効

な成績を示した。

症例4 K.S.27才,男

来院2日 前から心窩部痛を認める。1日 前からは吐

気 嘔吐を伴うようになったため,近 医受診,胃 腸炎の

診断にて投薬を受けたが症状は不変であった。疹痛が右

下腹部に移動するようになったため,。急性虫垂炎の疑い

にて本院を受診する。初診時,回 盲部痛,デ ファンス著

明,BLUMBERG'S signは 腹部全体におよんでいた。体温

37.5℃,白 血球数15,600で 穿孔性腹膜炎の診断にて直

ちに緊急手術を施行した.虫 垂は盲腸の内部から後腹膜

に達し,先 端が穿孔 していた。虫垂切除後,虫 垂部およ

びダグラス窩にドレ-ン を挿入して手術を終了した。術

後6059-S 1gを1日2回 静注した。術後1日 目は

白血球数14,600,体 温37,6℃ と不変であったが術後

5日 目から体温も37℃ 以下に下降,白 血球数7,100,

ドレーンからの浸出液も減少 して来た。しかし,腹 部所

見の改善が遅延したためやや有効と判定した。

IV. 副 作 用

本剤の投与により副作用と思われる所見および臨床検

査値(血 液検査,S-GOT,S-GPT,A1-P)の 異常はま

ったく認められなかった。

V. 考 察

6059-Sの 胆 汁内移行を 総胆管結石患者で 術中T-

tubeを 留置した3例 で測定したが,総 胆管内壁の炎症

が強度で著明に肥厚していた症例を除いて,他 の2例

では,他 のCephalosporin系 抗生剤に比して胆汁内移

行が良好であり,比 較的重症の胆道内感染症に対しても

十分に使用しうるものと思われる。 また,CEZの 耐性

菌に対しても抗菌力を有することにより,さ らに症例を

重ねての検討を要するが,本 剤を重症感染症に対しても,

その投与量,投 与方法を考慮し,症 例を選んで十分使用

しうるものと思われる。

また,6059-Sを 各種の外科疾患中,表 在性軟部組織

感染症11例,穿 孔性腹膜炎1例,熱 傷の感染予防1

例に使用した。表在性軟部組織感染症11例 は著効6

例,有 効3例,や や有効2例 で,外 科的処置を加えて

の結果を2例 含むが,臨 床的に高い有効率を示 した。

また,細 菌学的には,投 与前に起炎菌が同定できた5

例において全例に菌消失を見た。以上のことから,表 在
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性軟部組織感染症に対しては,
ほぼ満足すべき成績を収

め,今後の検討が期待される。

副作用は全例になんら異常は認められなかった。した

がって,従 来 のCephalosporin系 薬 剤 と同 様,安 全 に

使用しうるもの といえ よ う。
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FUNDAMENTAL AND CLINICAL STUDIES OF 6059-S

IN SURGICAL FIELD

SHIGETSUGU KATOH,TOYOHARU TANAKA,MOTOHIKO ISHIDA

and NOBUO TAKENAKA

Department of Surgery,Tokyo Dental College

Biliary concentrations of 6059-S after intravenous injection of 1 g were assayed in 3 cases,and high

peak level of 139ƒÊg/ml in mean value was observed after 2 hours.

6059-S was administered to 12 cases of infection(11 cases of superficial soft tissue infection and one

case of perforative peritonitis)and one case of prophylactic use for burn.The clinical response of the

drug in 12 cases of infection was excellent in 6 cases,good in 3 cases and fair in 4 cases with 75.0% of

efficacy,and the result of prophylactic use was effective.

Bacteriologically,all causative organisms were eradicated in 4 cases of S.aureus,one case of S.epider-

midis and one case of E.coli mixed with Bacteroides.

No side effect nor adverse reaction on blood and blood chemistry was observed in these cases.


